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本日のご説明内容

●CATIA活用による効果

●設計業務効率化への取組み

●「マクシス・キュービック」のご紹介

-モデリング内容の理解
-モデリング内容のチェック
-モデリング手順の教育



ライトウェル会社概要

設　 立 : 1973年　経営システム研究所設立

資本金 : 4.8億円　(住友重機械工業 100%出資)

売上高 : 110億円 (2005年度)

社員数 : 230名 (2006年3月末現在)

事業所 : 東京, 名古屋, 大阪, 愛媛, 広島

IBMﾋﾞｼﾞﾈｽﾊﾟｰﾄﾅｰ として活動
　　 IBM ﾌﾟﾚﾐｱ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ

IBM CATIAｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ
IBM e-Businessﾊﾟｰﾄﾅｰ認定第一号 (2000年) 
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CATIA活用による効果

– ＣＡＴＩＡの有効活用により期待できる効果
• パラメトリックモデリング

– 置換えによるモデリングに対しての工数の削減
• 分業化（検討内容の整理・要件の早期盛り込み）

– 並行検討が可能
• 時間の短縮
• 検討に余裕ができる
• 今までできなかった検討ができるようになる

• データベースの構築（流用部品の準備・整理）
– 設計者の負担の軽減
– 検討の標準化
– 余裕のある検討開発

• 精度の高いモデルの検討が可能になる

CATIAの有効活用により期待できる効果CATIAの有効活用により期待できる効果

なかなか効果が出せない？なかなか効果が出せない？
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設計業務効率化の取組み

１．検討内容の整理
今から何を検討するのか→プロセスの明確化（イン／アウト・・・etc）

２．パラメトリックの活用
設計パラメータ値の変更などパラメトリックを使用すべきところを見極める

３．流用部品の準備・整理
形状全てが検討に必要ではない、必要な部分のみにして効率化

４．要件の早期盛込み
モデルに盛り込める要件があるのであれば、早い段階で盛り込んで検討

テンプレート設計
モデリングの最適化
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マクシス会社概要

（グループ名）　　マクシス・グループ

（代　表） グループCEO　　水野　敬三

（名古屋市東区）

（神奈川県厚木市）

（栃木県大宮市）

（名古屋市千種区）

（愛知県西春町）

（名古屋市東区）

株式会社　マクシス　本社

厚木支店

大宮営業所

株式会社　シントー　　　

株式会社　アイキョー

有限会社　ﾐｭｰｽｶｲﾈｯﾄ　

（国内拠点）

樹脂 ・ゴム金型製作

技術者派遣

（組込系・基幹系）

自動車内外装部品設計

機械設計 ・製作

ソフトウェア開発・販売

（業種 ）

（従業員数）　　　　　３３５　名

©2006 Maxis Inc.



パラメトリックの活用

テンプレートの利用による設計期間の短縮

パラメ（履歴）の利用による設計変更時間の短縮

テンプレート、パラメ（履歴）の利用には
データの理解が必要

理解しやすいモデルを作ることが重要

開発期間の短縮
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パラメトリックモデルの現状

・ルールが決まっていない
・モデルを整理していない

設計者
（データ作成）

後任者・管理者
（データ理解）

・モデル理解に時間がかかる
・パラメ変更時エラー
・変更したくない部位まで変更される

データ理解できず作り直し
パラメトリック機能が有効に使えていない

©2006 Maxis Inc.



MAXIS CUBICのねらい

モデリング内容の理解

モデリング内容のチェック・整理

モデリング手順の重視

MAXIS CUBICを使ったモデル管理

MAXIS CUBICを使った手順教育

理解しやすいモデルを作る
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MAXIS CUBIC

CATIA V5

モデル仕様書の自動作成

CADの形状作成履歴から自動
でドキュメント （モデル仕様書）

を出力するシステム

モデリング内容をわかりやすく表示
モデルのチェックや理解をサポート

©2006 Maxis Inc.



MAXIS CUBICの機能

１．モデル仕様書作成

２．ﾁｪｯｸ・ｻﾎﾟｰﾄ機能

①引継ぎ資料

②推奨モデルの提示

③日々の整理・ﾁｪｯｸ

３．ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ手順書作成

パーツの構成・相関・構造の提示

モデル概略の理解

モデルの整理
モデリングのミス・仕様のチェック

良いモデルの作成支援

詳細手順の確認

モデリング手法の伝承

④教育

主な機能 効果・利用場面
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MAXIS CUBICのねらい

モデリング内容の理解

モデリング内容のチェック

モデリング手順の教育

理解しやすいモデル作り
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再利用しない

モデリング内容の理解
MAXIS ＣUBICによるモデリング再利用性の向上

ｵﾍﾟﾚｰﾀ

過去の設計事例

再利用

流用設計・変更するため、
設計事例の作り方の理解

再利用モデルの
作り方を理解する

理解工数
増大

作り方を見やすく

従来

再利用による
モデリング工数減
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モデルの理解時間

MAXIS CUBICの
構成図・相関図を
見てモデル整理

引継ぎモデル作成開始

従来

引継ぎ後
MAXIS
CUBIC
利用

引継ぎ前
MAXIS
CUBIC
利用

引継ぎ時のモデル理解時間を削減引継ぎ時のモデル理解時間を削減

引継後のモデル理解時間

MAXIS CUBICを
使って手順理解

整理したモデルで
MAXIS CUBICを
使って手順理解理解時間

約１／３

モデルの理解
　・モデルの概要
　・流れ
　・リンク関係

©2006 Maxis Inc.



MAXIS CUBICのねらい

モデリング内容の理解

モデリング内容のチェック

モデリング手順の教育

理解しやすいモデル作り
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モデリング内容のチェック
MAXIS CUBICによる設計チェック工数削減

ＣＡＴＩＡ

ｵﾍﾟﾚｰﾀ 設計者

チェック
工数増大

指示通り出来ているのか？
再利用出来るのか？

指示モデリング

作り方を見やすくし
手順のチェック

従来

チェック
工数削減
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MAXIS CUBICソリューション

出図

モデル仕様書
（CUBIC出力）

①引継ぎ

②推奨モデルの提示

③日々の整理・ﾁｪｯｸ

設計開始

設計人員

人員変更
引継ぎ発生

設変

よいモデル作りを目指す ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

④教育

・理解しやすいモデル
・パラメトリック有効活用

計画→構想設計→詳細設計

①設計途中の引継ぎ
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MAXIS CUBICのねらい

モデリング内容の理解

モデリング内容のチェック

モデリング手順の教育

理解しやすいモデル作り

©2006 Maxis Inc.



モデリング手順の教育

　　①教材開発の省略化

②設計手順の教育

講師のCADデータをそのまま教材へ

設計手順の理解を深める

©2006 Maxis Inc.



教材開発の省力化

42 押し出し.3 ハンガー部 プロファイル正面視投影線上を方向YZ平面へ距離120ｍｍ押し出したサーフェスを作成する。

43 直線.6 ハンガー部 方向YZ平面を持ち、始点を点点.1から-175ｍｍ、終点を234ｍｍの位置とする直線を作成する。

44 直線.7 ハンガー部 方向ZX平面を持ち、始点を点点.1から-111ｍｍ、終点を333ｍｍの位置とする直線を作成する。

45 ハンガー前勾配面 ハンガー部 ガイド曲線下基準線前上の点を通過し、基準サーフェスXY平面に角度94°で交わる長さ１41ｍ

46 ハンガー後勾配面 ハンガー部 ガイド曲線下基準線後上の点を通過し、基準サーフェスXY平面に角度87°で交わる長さ１41ｍ

47 交差.10 上面Ｒ３５補 押し出し.3とハンガー後勾配面の交差をとる。

48 交差.11 上面Ｒ３５補 押し出し.3とハンガー前勾配面の交差をとる。

49 ｽｲｰﾌﾟ.8 上面Ｒ３５補 中心曲線交差.10の点を中心に半径30ｍｍの円をプロファイルとしてスイープしたサーフェスを作

50 ｽｲｰﾌﾟ.9 上面Ｒ３５補 中心曲線交差.11の点を中心に半径30ｍｍの円をプロファイルとしてスイープしたサーフェスを作

51 交差.12 上面Ｒ３５補 ｽｲｰﾌﾟ.8とｽｲｰﾌﾟ.9の交差をとる。

52 曲線.2 上面Ｒ３５補 データム曲線

53 曲線.3 上面Ｒ３５補 データム曲線

54 ｽｲｰﾌﾟ.10 上面Ｒ３５補 ガイド曲線１曲線.2上の点とガイド曲線２曲線.3上の点をつないだ直線を作成する。

55 交差.13 上面Ｒ３５補 ｽｲｰﾌﾟ.10と押し出し.3の交差をとる。

56 ハンガー上面 ハンガー部 プロファイル円.5をガイド曲線交差.13に沿ってスイープしたサーフェスを作成する。

57 ﾄﾘﾑ.2 ハンガー部 ハンガー前勾配面とハンガー上面をトリムする。

58 ﾄﾘﾑ.3 ハンガー部 GSDﾄﾘﾑ.2とハンガー後勾配面をトリムする。

59 ﾄﾘﾑ.4 ハンガー部 GSDﾄﾘﾑ.3とハンガー側面をトリムする。

60 ｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.1 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ

61 分割.3 ハンガー部 押し出し.1をｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.1で分割する。

62 ｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.2 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ

63 ハンガー外形面右 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ課題作成
（講師作成）

実設計モデル

作成手順
を学習

MaxisCubic
で手順書作成

　　　　MaxisCubic出力　　　　

テキスト作成の自動化

出力を見ながら
形状作成

©2006 Maxis Inc.



設計手順の教育

42 押し出し.3 ハンガー部 プロファイル正面視投影線上を方向YZ平面へ距離120ｍｍ押し出したサーフェスを作成する。

43 直線.6 ハンガー部 方向YZ平面を持ち、始点を点点.1から-175ｍｍ、終点を234ｍｍの位置とする直線を作成する。

44 直線.7 ハンガー部 方向ZX平面を持ち、始点を点点.1から-111ｍｍ、終点を333ｍｍの位置とする直線を作成する。

45 ハンガー前勾配面 ハンガー部 ガイド曲線下基準線前上の点を通過し、基準サーフェスXY平面に角度94°で交わる長さ１41ｍ

46 ハンガー後勾配面 ハンガー部 ガイド曲線下基準線後上の点を通過し、基準サーフェスXY平面に角度87°で交わる長さ１41ｍ

47 交差.10 上面Ｒ３５補 押し出し.3とハンガー後勾配面の交差をとる。

48 交差.11 上面Ｒ３５補 押し出し.3とハンガー前勾配面の交差をとる。

49 ｽｲｰﾌﾟ.8 上面Ｒ３５補 中心曲線交差.10の点を中心に半径30ｍｍの円をプロファイルとしてスイープしたサーフェスを作

50 ｽｲｰﾌﾟ.9 上面Ｒ３５補 中心曲線交差.11の点を中心に半径30ｍｍの円をプロファイルとしてスイープしたサーフェスを作

51 交差.12 上面Ｒ３５補 ｽｲｰﾌﾟ.8とｽｲｰﾌﾟ.9の交差をとる。

52 曲線.2 上面Ｒ３５補 データム曲線

53 曲線.3 上面Ｒ３５補 データム曲線

54 ｽｲｰﾌﾟ.10 上面Ｒ３５補 ガイド曲線１曲線.2上の点とガイド曲線２曲線.3上の点をつないだ直線を作成する。

55 交差.13 上面Ｒ３５補 ｽｲｰﾌﾟ.10と押し出し.3の交差をとる。

56 ハンガー上面 ハンガー部 プロファイル円.5をガイド曲線交差.13に沿ってスイープしたサーフェスを作成する。

57 ﾄﾘﾑ.2 ハンガー部 ハンガー前勾配面とハンガー上面をトリムする。

58 ﾄﾘﾑ.3 ハンガー部 GSDﾄﾘﾑ.2とハンガー後勾配面をトリムする。

59 ﾄﾘﾑ.4 ハンガー部 GSDﾄﾘﾑ.3とハンガー側面をトリムする。

60 ｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.1 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ

61 分割.3 ハンガー部 押し出し.1をｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.1で分割する。

62 ｴｯｼﾞ ﾌｨﾚｯﾄ.2 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ

63 ハンガー外形面右 ハンガー部 サーフェス0上にある、エッジ

出題
（製品図面+意匠データ）

MaxisCubic
で手順書作成

生徒が
形状作成

回答データ

MaxisCubic出力
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お問い合わせ

マクシス・キュービックに関するお問い合わせ

CATIA効率活用に関するご相談

株式会社ライトウェル
PLMソリューション部

小田島

TEL：052-223-3951
e-mail：Hiroshi.Odashima@lightwell.co.jp

こちらへどうぞ

http://www.lightwell.co.jp

http://www.maxis-inc.com


